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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所定の間隔にて立設される複数の支柱と、表面パネル材と、裏面パネル材とを具備し、
該表裏両パネル材の側縁が前記支柱に支持され取り付けられることで壁面を構成するパネ
ル材の取付構造において、
　前記表面パネル材には、側縁に固定片が突設され、該固定片を前記支柱の表面側となる
前端面に固定し取り付けられ、前記表面パネル材は、側縁における裏面に凹部が形成され
、前記固定片は、前記表面パネル材の裏面の凹部に嵌入され固定される固定部と、該固定
部から延出する片部とを備え、該片部が前記表面パネル材の側端縁より突出して、前記支
柱の表面側となる前端面に固定し取り付けられることを特徴とするパネル材の取付構造。
【請求項２】
　前記固定部は、軸状に形成される凸部と該凸部の先端に設けられたバネ性を有する係止
片を備えており、係止片が前記凹部内壁面に係止して固定されることを特徴とする請求項
１に記載のパネル材の取付構造。
【請求項３】
　前記支柱には、側縁における裏面側位置に、長手方向に連続または断続して形成される
凹溝を有し、該凹溝に前記裏面パネル材の側縁が嵌入し取り付けられることを特徴とする
請求項１又は２に記載のパネル材の取付構造。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
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【発明の属する技術分野】
　本発明は、支柱と表裏パネル材とを具備し、住宅などに付設されるバルコニーなどの壁
面を構成するパネル材の取付構造に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
　住宅などに付設されるバルコニーなどは、建物外壁より延出して構築されるが、このバ
ルコニーは、周壁部分となる腰壁を有する構造とされて、この腰壁を建物外壁と同等の素
材・デザインよりなるパネル材で構成することがある。
【０００３】
　このようなバルコニーは、建物外壁より延出固定される腕木と、各腕木に掛け渡されて
固定される根太、床面となる防水パン、防水パンの周囲に位置して略垂直に立設される複
数の支柱と、これら支柱に支持されて周壁となる腰壁を構成するパネル材と、パネル材の
上縁部分に取り付けられる笠木とで大略構成される。
【０００４】
　従来、上記のようなバルコニーの腰壁の部分における構造は、所定間隔に立設される複
数の支柱と、外壁面となる表面パネル材と、屋内側の面となる裏面パネル材とで構成され
ている。
　そして、この従来の腰壁となるパネル材の取付構造は、図１０に示すように、立設され
る各支柱５１が断面略方形なパイプ状とされ、この支柱５１に対して、支柱５１の表面側
及び裏面側に、それぞれ表面パネル材５２と裏面パネル材５３とを固定させるようになっ
ている。
【０００５】
　この取付構造を詳述すると、表面パネル材５２と裏面パネル材５３とには、側縁近傍に
、予めに取付穴５４を穿孔し貫通形成させて、この取付穴５４にパネル材表面より固定ネ
ジ５７を挿通させて、支柱５１に螺着固定させるようになっている。
　また、１つの支柱５１に対して隣り合う２枚のパネル材５２，５３を固定する構成とさ
れ、図１０に示すように、隣り合う各パネル材５２，５３は、所定の間隙を設けて凹溝５
５を構成させ、この凹溝５５部分に湿式シーリング剤などを充填して目地部５６を形成さ
せる構成となっている。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
　しかしながら、上述した従来のパネル材の取付構造では、各パネル材５２，５３に、予
め貫通した取付穴５４を穿設しなければならず、その穿孔作業が煩雑であるとともに、パ
ネル材５２，５３を貫通し、かつ支柱５１も貫通してネジ５７などにて固定する構造とし
ていることから、支柱５１に固定した後に、この取付穴５４の部分にコーキング剤などを
塗布したり充填して支柱５１内部に対しての防水性を確保しなければならず、表裏両パネ
ル材５２，５３の各取付穴５４部分をすべて行う必要があることによりその処理の施工性
が煩雑であり、またその作業に時間を要することから施工性が悪いという欠点がある。
【０００７】
　また、支柱５１に対してパネル材５２，５３の側縁部分を貫通するネジ５７にて固定す
る構造であることから、表面パネル材５２の表面となる外面に、ネジ５７の頭部が表出す
ることとなり、意匠性が悪く、建物としての外観の見栄えが悪いという欠点がある。
【０００８】
　そこで本発明は、上記問題点を解消するために、施工性を向上させるとともに、防水性
を確保し、かつ、外観の見栄えの良好なパネル材の取付構造を提供することを目的として
いる。
【０００９】
【課題を解決するための手段】
　次に、上記の課題を解決するための手段を、実施の形態に対応する図面を参照して説明
する。
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【００１０】
　この発明の請求項１記載のパネル材の取付構造は、所定の間隔にて立設される複数の支
柱と、表面パネル材と、裏面パネル材とを具備し、該表裏両パネル材の側縁が前記支柱に
支持され取り付けられることで壁面を構成するパネル材の取付構造において、前記表面パ
ネル材１５には、側縁１５ａ，１５ｂに固定片２０が突設され、該固定片２０を前記支柱
１の表面側となる前端面２に固定し取り付けられる。
【００１１】
　前記表面パネル材１５は、側縁における裏面に凹部１７が形成され、前記固定片２０は
、前記表面パネル材１５の裏面１６の凹部１７に嵌入され固定される固定部２１と、該固
定部２１から延出する片部２７とを備え、該片部２７が前記表面パネル材１５の側端縁よ
り突出して、前記支柱１の表面側となる前端面２に固定し取り付けられることを特徴とす
る。
【００１２】
　請求項２の構成では、前記固定部２１は、軸状に形成される凸部２４と該凸部２４の先
端に設けられたバネ性を有する係止片２５を備えており、係止片２５が前記凹部１７内壁
面に係止して固定されることを特徴とする。
【００１３】
　このパネル材の取付構造によれば、表面パネル材１５を支柱１に固定するネジなどのた
めの貫通穴などを設ける必要がなく、表面パネル材１５の意匠性を損ねることがなく、ま
た、固定片２０が突設された表面パネル材１５であることから、施工性が向上することと
なる。
【００１４】
　このパネル材の取付構造によれば、表面パネル材１５に取り付ける固定片２０を、この
表面パネル材１５の裏面１６側に形成する凹部１７に嵌入固定する構成とし、この凹部１
７が表面パネル材１５を貫通しない構成であることから、表面パネル材１５の表面には穴
などが表出せず、意匠性を損ねることがない。
【００１５】
　請求項３の構成では、前記支柱１には、側縁における裏面側位置に、長手方向に連続ま
たは断続して形成される凹溝７を有し、該凹溝７に前記裏面パネル材３３の側縁が嵌入し
取り付けられることを特徴とする。
【００１６】
　このパネルの取付構造によれば、裏面パネル材３３は、貫通穴などの加工を施さずに、
支柱１４の凹溝７に嵌入させるのみで取り付けが行え、施工性が向上する。また、パネル
板面に貫通穴などを形成しないことから、外観を損ねることがない。
【００１７】
【発明の実施の形態】
　図１は本発明によるパネル材の取付構造の実施の形態を示す平断面図、図２はパネル材
の取付構造を構成する支柱の斜視図、図３（ａ），（ｂ）は固定片の斜視図，図４は同固
定片の拡大断面図、図５は表面パネル材の斜視図である。
【００１８】
　この発明のパネル材の取付構造は、支柱１と、表面パネル材１５と、固定片と、裏面パ
ネル材とで大略構成される。
【００１９】
　支柱１は、アルミ合金などを素材として押出成形加工などより中空な略角パイプ状に形
成されている。支柱１の前端面２は、図１及び図２に示すように、断面略凸字状に形成さ
れて、左右側部に段部３を有した形状とされている。この段部３の前端面２と平行な支持
面３ａとの間隔は、後述する表面パネル材の厚さの１／３～１／２の長さ距離に設定され
ている。
【００２０】
　また、支柱１の左右側面５，６の各後端面９側には、凹溝７がそれぞれ形成されている
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。この凹溝７は左右側方向に開口し支柱１の長手方向に沿い断面略コ字形状とされ、すな
わち隣り合う支柱１，１同士において凹溝７が対向するようになっている。この凹溝７の
溝幅は、後述する裏面パネル材の厚さと略同等に設定され形成されている。
【００２１】
　さらに、支柱１の左右各側面５，６には、溝状の凹部１０，１１がそれぞれ形成されて
おり、支柱１の強度を向上させている。
【００２２】
　なお、この支柱１には、図２に示すように、内空部分の四隅近傍に断面略Ｃ字形状の取
付部１３が形成され、支柱１を立設した後に、上端面へ取り付けられる図示しない笠木を
設けるためのネジが螺着可能となっている。
【００２３】
　表面パネル材１５は、矩形状の板材であり、繊維混入セメント珪酸カルシウム板より構
成されている。
　この表面パネル材１５は、表面が例えば住宅外壁を構成する外壁パネルと同等のデザイ
ンを施されたり意匠性を備えて形成されると好ましく、また、この表面の左右側縁１５ａ
，１５ｂには、それぞれ傾斜面が形成されている。
【００２４】
　また、表面パネル材１５の裏面１６には、図５に示すように、左右側縁１５ａ，１５ｂ
近傍において凹部１７が形成されている。
　この凹部１７は、表面パネル材１５を貫通しない穴状に形成され、例えば円形状とされ
るとともに表面パネル材１５の厚さの略１／２の深さとされており、表面パネル材１５の
左右側縁部分において、各側縁１５ａ，１５ｂに沿って複数設けられている。なお、各凹
部１７は、表面パネル材１５の裏面１６における端縁１５ａ，１５ｂからの距離がそれぞ
れ同一となるように設定されている。
【００２５】
　なお、この表面パネル材１５は、上記した素材の他に、木繊維混入セメント珪酸カルシ
ウム板や、繊維混入スラグセメント板、硬質木片セメント板、繊維補強セメント板、パル
プ混入軽量セメント板、パルプ混入軽量セメント押出成形板、繊維混入セメント石灰珪酸
カルシウム板など、軽量な建物外壁面を構成するパネル板材などを用いて構成してもよい
。
【００２６】
　固定片２０は、図３（ａ），（ｂ）に示すように、固定部２１と片部とで略構成されて
いる。
　固定部２１は、矩形状の板部２２と、この板部２２の一方の板面に突設される係合部２
３よりなる。係合部２３は、軸状に形成される凸部２４と、この凸部２４の先端に設けら
れる係止片２５とで構成されている。
　係止片２５は、バネ性を有する材質、例えばステンレス鋼板などより形成され複数で構
成されており、図４に示すように、凸部２４の先端における周囲方向にフランジ状にそれ
ぞれ延設している。また、これら係止片２５は、凸部２４の基端方向にやや傾斜して設け
られ、各係止片２５より形成される外径は、前述した表面パネル材１５の裏面１６に形成
される凹部１７の内径よりやや大径に形成されている。
【００２７】
　片部２７は、固定部２１の板部２２の一側縁に設けられ、支持部２８と取付部２９とで
構成される。
　支持部２８は、板部２２の一側縁に設けられ、この板部２２に対して直角に折曲形成さ
れる片状に形成されており、本実施の形態では所定の間隔をおけて一対で構成される。
【００２８】
　取付部２９は、前記一対の支持片２８，２８の間に位置し、支持片２８と同様に板部２
２に対して直交して折曲形成される基部２９ａと、この基部２９ａに対し直交し板部２２
と平行となって折曲形成される先端部２９ｂを有して略Ｌ字状に形成されている。先端部



(5) JP 4362921 B2 2009.11.11

10

20

30

40

50

２９ｂの略中央には貫通穴３０が穿設されている。
　また、この取付部２９は、基部２９ａの長さを、前述した支柱１の段部３の長さに設定
されており、すなわち、この支柱１の段部３の位置に、支持面３ａと前端面２とに沿うよ
うな形状とされている。
【００２９】
　なお、本実施の形態での固定片２０は、図６に示すように、固定部２１の係合部２３の
中心位置が板部２２の板面における中心に位置せず、やや偏心した位置とされ、この係合
部２３を同一線上に並列させた際に、隣り合う固定片２０の両取付部２９が重合せずにこ
の取付部２９の貫通穴３０を直線上に配置できるようになっている。
【００３０】
　そして、この固定片２０は、固定部２１の係合部２３を表面パネル材１５の裏面１６に
形成されている凹部１７内に圧入させることで、この表面パネル材１５に取り付けられる
ようになっており、凹部１７内では、係合部２３の各係止片２５が凹部内壁面に係止し、
すなわちかえし構造となって抜脱不能となり、かつ、支持部２８が表面パネル材１５の側
端縁１５ａ，１５ｂに当接して、取付部２９がこの側端縁１５ａ，１５ｂより表面パネル
材１５の板面と平行に延出するようになる。
【００３１】
　裏面パネル材３３は、平滑な板材よりなり、好ましくは軽量で剛性があり、寸法安定性
及び加工性が良好で、表面に焼付塗装を施した化粧板よりなる。
　この裏面パネル材３３としては、、例えばソリッドタイプの樹脂板や発泡タイプの樹脂
板の両面にアルミシート材を積層形成するとともに、両アルミシート材の表面に焼付塗装
を施したアルミ樹脂積層板などの化粧板とされる。
　なお、この裏面パネル材３３は、上記のアルミ樹脂積層板の他に、塩ビ鋼板や、エリオ
鋼板など、意匠性を備える板材としてもよい。
【００３２】
　また、この裏面パネル材３３には、図７に示すように、表面パネル材１５と対向する一
方の面に、この表面パネル材１５との間隔距離を維持できるように、ブロック形状の発泡
スチロールなどの支持部材３４が、両面テープや接着剤などにて固定されている。
【００３３】
　次に、上述した構成のパネル材の取付構造の施工手順について説明する。
　なお、ここではパネル材の取付構造を住宅のバルコニーに適用する例について述べる。
　まず、住宅の外壁には、腕木が設けられ、妻ばりや根太が固定され、その後防水パンな
どを設けて床部分が構築される。
【００３４】
　次に、床部分の周囲に位置する縁部分に、複数の支柱１をそれぞれが垂直となるように
所定の間隔をあけて立設する。各支柱１は、前端面２が屋外を向き、後端面９が屋内側を
向くように取り付けられる。
【００３５】
　次に、各支柱１間に、図７に示すように、裏面パネル材３３を取り付ける。
　裏面パネル材３３は、左右両側縁部分が、隣り合う支柱１，１に形成され互いに向き合
う各凹溝７，７内に嵌入するように、例えば支柱１の上方よりスライドさせることで取り
付けられる。
　なお、この裏面パネル材３３には、予めに、表面パネル材１５と対向する面にブロック
形状の発泡スチロールなどの支持部材３４が接着剤や両面テープにて貼着され、この支持
部材３４の貼着されている面を屋外側として各支柱１間に取り付けられる。
【００３６】
　次に、表面パネル材１５の左右両側縁１５ａ，１５ｂに、図５に示すように、固定片２
０を取り付ける。
　固定片２０は、固定部２１の係合部２３を、表面パネル材１５の裏面１６に形成されて
いる凹部１７に圧入し、取り付けられる。そして、この固定片２０は、片部２７の取付部
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２９が表面パネル材１５の側端縁１５ａ，１５ｂより表面パネル材１５の板面と平行に延
出する。
　なお、この固定片２０の表面パネル材１５への取り付けは、作業者の手作業にて容易に
嵌め込むことが可能となっている。また、この固定片２０の表面パネル材１５への取付作
業は、パネル施工作業以前、例えば工場内にて行われてもよい。
【００３７】
　次に、表面パネル材１５を、図８に示すように、支柱１に沿わせ、左右両側縁１５ａ，
１５ｂを各支柱１の段部３に当接させるとともに、側縁１５ａ，１５ｂに固定された各固
定片２０の片部２７を支柱１の前端面２に当接させる。
　そして、片部２７の貫通穴３０を貫通してネジなどの固定部材３５を用い、表面パネル
材１５を支柱１に固定する。
【００３８】
　なお、隣り合う表面パネル材１５は、図６に示すように、支柱１の前端面２において、
固定片２０の片部２７が互い違いになって固定され、各支柱１間に順次表面パネル材１５
が固定される。
【００３９】
　次に、支柱１に固定され隣り合う表面パネル材１５，１５の側端面と、支柱１の前端面
２とで形成される凹溝状の目地部分３７に、図９に示すように、連続した帯状のシール部
材３８を装着する。
　このシール部材３８は、例えば発泡シリコン樹脂などよりなり、目地部分３７において
密着し防水性能を得るものである。
【００４０】
　そして、屋外側及び屋内側の両面にそれぞれパネル材が配設されて、バルコニーの腰壁
として構成される。
　その後、支柱１に対して表裏面に設けられる表面パネル材１５及び裏面パネル材３３の
上端縁部分を覆う笠木が設けられ、バルコニーは完成となる。
【００４１】
　従ってこのように構成されたパネル材の取付構造によれば、表面パネル材１５では裏面
１６に凹部１７を形成し、この凹部１７に表面パネル材１５の側縁１５ａ，１５ｂから突
出する固定片２０を設けて、この固定片２０にて支柱１へ固定する構成としており、また
、裏面パネル材３３では支柱１に設けられた凹溝７に嵌入させる構成したので、これら表
面パネル材１５及び裏面パネル材３３は、支柱１に固定するための貫通穴を設ける構造で
はなくなることから、コーキング剤の塗布などの処理などを施す必要がなく、施工が簡素
となる。
【００４２】
　また、上記したように表面パネル材１５と裏面パネル材３３を貫通してネジなどにて固
定しないことから、両パネル材１５，３３の板面にネジの頭部が表出することがなく、意
匠性を低下させたり外観を損ねることがなく、例えば、建物外壁と同デザインの表面パネ
ル材１５を用いて構成する構造とすることで、デザインの統一性などを得ることができ、
建物としての外観を向上させることが可能となる。
【００４３】
　なお、上述した実施の形態では、表面パネル材１５に設けられる固定片２０を、表面パ
ネル材１５の裏面１６に形成した凹部１７に嵌入して取り付け、この固定片２０の片部２
７を延出させる構成とした例について述べたが、この固定片２０は、表面パネル材１５に
対し、その側縁１５ａ，１５ｂより突出する部分を備える構成であれば他の構成としても
よく、例えば、固定片２０が表面パネル材１５の側端縁部分に一体的に埋設固定されて、
この側端縁より突出する構造としてもよい。この場合、例えば表面パネル材１５を、予め
に固定片２０が埋設される構造となるように配置し製作するように構成してもよい。
【００４４】
　また、上述した実施の形態では、支柱１に対する裏面パネル材３３の取付構造が、支柱
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１に形成される凹溝３３に裏面パネル材３３の側縁を嵌入して取り付ける構造としている
が、この嵌入部分にコーキング剤などを塗布する構成、あるいは、ビード材などを装着し
押さえる構成などとしてもよく、この場合、防水性能を向上させることができるとともに
、支柱１と裏面パネル材３３との取付状態が固定状態とすることが可能となる。
【００４５】
　さらに、上述した実施の形態では、表面パネル材１５に形成される裏面１６の凹部１７
を円形状とした例について述べたが、この凹部１７は、方形などの多角形状や、表面パネ
ル材１５に対して縦方向や横方向、斜め方向に連続する凹溝状、縦横に連結して格子状に
形成される凹溝状などに形成してもよい。
　この場合、この凹部に嵌入される固定片２０の係合部の形状は、凹部の形状に対応する
形状が好ましく、例えば、矩形状の凹部には矩形状の係合部などとされれば、係合部と凹
部との互いの係合状態がより確実となる。
【００４６】
　また、上述した実施の形態では、パネル材の取付構造を住宅のバルコニーに適用した例
として説明したが、本発明のパネル材の取付構造は、これに限定されることなく、表面と
裏面のパネル材１５，３３を支柱１に設け、壁面状に構築する構造であれば他の構成に適
用してもよい。
【００４７】
【発明の効果】
【００４８】
　以上説明したように本発明による請求項１又は２記載のパネル材の取付構造によれば、
固定片を、表面パネル材の裏面側に形成する凹部に嵌入固定する構成とし、この凹部を表
面パネル材を貫通しない構成としたので、表面パネル材の表面には穴などが表出せず、意
匠性を損ねることがない効果が得られる。
【００４９】
　請求項３のパネル材の取付構造によれば、支柱に凹溝を設け、この凹溝に裏面パネル材
の側縁を嵌入して取り付ける構造としたことにより、裏面パネル材に貫通穴などの加工を
施せずに取り付けが行えることとなるので施工性が向上する効果を得られる。また、パネ
ル板面に貫通穴などを形成しないことから、外観を損ねることがない効果を得ることがで
きる。そして、支柱に固定するための貫通穴を設ける構造ではなくなることから、コーキ
ング剤の塗布などの処理などを施す必要がなくなるという効果が得られる。
【００５０】
　また、請求項１又は２記載のパネル材の取付構造によれば、表面パネル材の側縁に固定
片を突設させる構成としたので、表面パネル材にはネジを挿通させるための貫通穴がなく
、固定片にて支柱に取り付けられるので、パネル板材としての意匠性などを損ねず、この
表面パネル材にて壁面を構成させることが可能となる。そして、表面パネル材を貫通して
ネジなどにて固定しないことから、パネル材の板面にネジの頭部が表出することがなく、
意匠性を低下させたり外観を損ねることがなく、例えば、建物外壁と同デザインの表面パ
ネル材を用いて構成する構造とすることで、デザインの統一性などを得ることができ、建
物としての外観を向上させることが可能となる効果がある。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明によるパネル材の取付構造の一実施の形態を示す平断面図
【図２】　同パネル材の取付構造を構成する支柱の斜視図
【図３】　（ａ），（ｂ）は同パネル材の取付構造を構成する固定片の斜視図
【図４】　同固定片の拡大断面図
【図５】　同パネル材の取付構造を構成する表面パネル材の斜視図
【図６】　固定片の表面パネル材への取付状態を示す概略正面図
【図７】　パネル材の取付構造の施工手順を示す斜視図
【図８】　パネル材の取付構造の施工手順を示す斜視図
【図９】　パネル材の取付構造の施工手順を示す斜視図
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【図１０】　従来のパネル材の取付構造を示す斜視図
【符号の説明】
　１…支柱
　２…前端面
　７…凹溝
　１５…表面パネル材
　１５ａ…左側縁
　１５ｂ…右側縁
　１６…裏面
　１７…凹部
　２０…固定片
　２１…固定部
　２７…片部
　３３…裏面パネル材

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】



(10) JP 4362921 B2 2009.11.11

【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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